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夜側中緯度地上磁場東西変動は，概して AE index と正のよい相関を示す．中緯度の東西磁場変動と AE index 
との関係はほぼ直線で近似することができ，その直線の傾きの local time や季節に対する依存性については，前
回の発表で示した通りである．この直線の傾きの MLT 依存性を異なる観測点の間で比較してみると，傾きがもっ
とも大きくなる MLT は北米の観測点よりもヨーロッパの観測点の方が朝側にくるという傾向が見られた．この傾
向は，1985 年から 1994 年までの AE index が得られる期間中はほぼどの年においても見られた． 

 
このような性質は，夜側中緯度地上磁場東西変動と極域電離層との関係を示唆するものであると考えているが，

さらなる検討を要する． 


